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字をきれいに書くための筆順とは  －現代の日本人における筆順－

岡村 成樹（横浜国立大学 理工学部 数物･電子情報系学科 物理工学EP）
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現代の日本人が字をきれいに書くには、

各人が文化概念としての天皇について考えることが不可欠

現実を変革するには、言葉の力を前衛的に復活させること
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「筆順」甘く見ていませんか？
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小学校の途中から姿を消していった「筆順」。字を書く機会が少なくなってきている現代において、筆順とは、特に日本人にとっての筆順
とはいったい何なのか？ 時間と空間という二つの面で「書」をみたとき、筆順は時間性を有する。一方で日本における時間的なもの、アイ
デンティティは天皇であるが、今日どれほどの人が天皇について真剣に考えたことがあるだろう？ 字をきれいに書くには、現代の日本人に
とっての筆順の重要性を認識するとともに、その手段として前衛的なもの、すなわち芸術であり書の実践がなされねばならない。
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筆順クイズの答え

（答えはポスター右下） 筆順による字形の変化

図1. 文科省式の「無」 図2. 歴史的な「無」
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